
動植物園等の間の連携促進

講ずべき措置の概要

動植物園等と連携した生息域外保全等の推進

現状と課題

ムニンノボタン

ツシマヤマネコ

○ツシマヤマネコ、トキ、ムニンノボタン等の一部の種は、動植物園
等の協力を得て生息域外保全や野生復帰の取組を実施。

○動植物園等の種の保存等に対する役割を認める制度は存在せ
ず、生息域外保全等の取組は、依然として各動植物園等の自主
努力に委ねられており、取組の継続や更なる発展が課題。

○動植物園等の間で、繁殖等のために個体を移動する際には、譲
渡し等の許可手続きが必要であり、手続きの緩和が必要。

○野生動植物種の生息状況等の悪化に伴い、生息域外保全が必
要な種の数は増大の一途。今後、生息域外保全を政府の力だけ
で実施することは限界があることから、関連団体等と密接に連携
し、取組を促進していくことが不可欠。

生息域外保全や普及啓発等のより一層の促進

動物園

環境省

申請

審査
（知見、実績、施設、計画等）

希少種の移動
手続き緩和

✔積極的な連携体制の構築 ✔譲渡し等の規制緩和

○適切な施設及び能力を有する動植物園等を認定する制度を創設。計画の策定を通じ
て、積極的な連携を図るとともに、譲渡し等の規制緩和等を通じて、生息域外保全を
更に推進。
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飼養栽培の計画作成

適正な飼養栽培の促進
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